
受
け
、
福
岡
県
産
業
・
科
学
技

術
振
興
財
団
は
２
０
０
１
年
、

半
導
体
の
設
計
技
術
者
育
成

を
目
的
に「
福
岡
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ

Ｉ
カ
レ
ッ
ジ
」
を
設
立
。
さ
ら

に
、
急
激
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
技

術
者
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

２
０
１
６
年
に
は「
シ
ス
テ
ム
開

発
技
術
カ
レ
ッ
ジ
」
と
改
名
し
、

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

両
軸
に
し
た
技
術
教
育
を
実
施

し
て
い
る
。

組
込
み
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の

前
提
知
識
と
し
て
必
要
な
Ｃ
言

語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
講
座
や
、

急
速
に
ニ
ー
ズ
が
拡
大
す
る
Ａ

Ｉ
技
術
や
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

に
関
す
る
講
座
な
ど
、
50
を

超
え
る
講
座
を
提
供
。
生
涯

半
導
体
の
需
要
は
近
年
、
５

Ｇ
に
代
表
さ
れ
る
高
速
モ
バ
イ

ル
通
信
を
は
じ
め
、Ａ
Ｉ
チ
ッ
プ
、

車
載
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
用
な
ど
細

分
化
が
進
行
。
高
度
な
用
途

に
特
化
し
た
半
導
体
に
携
わ
る

技
術
者
に
は
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
に
精
通
し
た
幅
広
い
知

識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
業
界
の
ニ
ー
ズ
を

講座は、座学に加えて機器を使った実習も行われる。

01 産業ニーズを的確に取り入れて、ものづくり人材を育成

に
わ
た
っ
て
教
育
と
就
労
を
繰

り
返
し
て
ス
キ
ル
を
高
め
続
け

る「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」の
場
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
企
業

内
教
育
と
異
な
る
の
は
、
豊
富

な
演
習
機
材
に
よ
り
実
践
的
な

講
義
が
行
わ
れ
る
点
だ
。
例
え

ば「
組
込
み
L
i
n
u
x
」
の

講
座
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を

理
解
し
、
マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
で
の

実
習
を
通
し
て
、
L
i
n
u
x

の
基
本
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技

術
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の

方
法
を
習
得
す
る
。
福
岡
県
内

の
半
導
体
産
業
振
興
の
た
め
の

人
材
育
成
と
産
業
集
積
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
同
カ
レ
ッ
ジ

だ
が
、
現
在
は
受
講
先
企
業
か

ら
の
強
い
要
望
に
応
え
る
た
め
、

日
本
各
地
へ
出
張
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に

養
成
し
た
技
術
者
は
1
万
７
千

人
を
超
え
る
。

世
界
的
な
拡
大
が
続
く
半

導
体
市
場
の
中
で
、
東
ア
ジ
ア

の
設
計
開
発
拠
点
化
を
目
指
し

て
き
た
結
果
、
福
岡
県
内
に
は

活
動
開
始
時（
２
０
０
１
年
）の

約
２・５
倍
の
半
導
体
関
連
事

業
所
が
集
積
。
同
カ
レ
ッ
ジ
が

果
た
し
て
き
た
役
割
と
産
業
振

興
効
果
は
非
常
に
大
き
く
、
日

本
の
半
導
体
業
界
の
競
争
力
向

上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

変
化
す
る
半
導
体
需
要
に

対
応
で
き
る
技
術
者
の
育
成

企
業
内
教
育
と
は
異
な
る

実
践
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

受賞メッセージ

この度、栄誉ある賞をいただき、誠に光栄に
存じます。我々カレッジは、設立以来多くの技
術人材を育成してきました。今後益々深刻に
なると予想される技術人材の不足は、企業に
とって深刻な問題です。今回の受賞を機に、な
お一層、企業に必要とされる技術人材の育成
に励んで参ります。

審査員の視点

従来の日本企業は企業内に学校を設
けて新人や中堅技術者を育ててきた
が、最近では業界全体での教育がク
ローズアップされてきている。

技術者を養成する
新しい教育システム

会 社 概 要

団 体 名：	公益財団法人 
福岡県産業・科学技術振興財団

設 	立：	1989年11月1日（1996年7月1日改組）
2014年4月1日 財団法人から公益財団
法人へ移行

従業員数：	70名
事業内容：	産学官の共同研究による創造的研究

開発支援事業／科学技術に関する研
究交流事業／国際的科学技術交流推
進事業／創造的な事業活動を行う中
小企業の育成・支援事業／科学技術
に関する人材育成事業／その他、本財
団の目的を達成するために必要な事業

お問い合わせ先

公益財団法人福岡県
産業・科学技術振興財団
システム開発技術カレッジ
福岡県福岡市早良区百道浜３丁目８−３３
TEL: 092-822-1550
FAX: 092-832-7158
校長 福田 晃
http://ist-college.org/

受 賞 理 由

AI、高速モバイル通信、車載ネットワークなど
新しい技術に応える教育プログラムで

新世代の半導体技術者を育てる 

■講座用のテキストと実習用機材■講座体系

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
人材育成支援部門

経
済
産
業
大
臣
賞

人
材
育
成
支
援
部
門

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
産
業
・
科
学
技
術
振
興
財
団

受
賞
件
名

半
導
体
関
連
分
野
で
国
内
最
大
と
な
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
機
関

「
シ
ス
テ
ム
開
発
技
術
カ
レ
ッ
ジ
」

受

賞

者

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
産
業
・
科
学
技
術
振
興
財
団

熱設計実習基板メタルマスクBeagleBoneRaspberry PiArduino

はんだ実習基板

CAN/LIN
実習ボード

FPGA(ALTERA)ボード マイコン制御実習ボード

講座専用に開発したテキスト（一部）

多様な実習用機材（一部）

ハードウェアやソフトウェアの基礎から、
情報処理、画像・センシングなど幅広く盛
り込んでいる

02 出張対応により県外の技術者育成にも貢献

58経済産業大臣賞  人材育成支援部門59 第8回 ものづくり日本大賞


